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1. 自己紹介

遥佐保 (はるか・さお)

開発/インフラ/プリセールスSE

SilverlightSquareコミュニティ管理人

VSUG初心者フォーラムリーダ



2. Silverlightの開発環境

実行環境

– Silverlight 3

開発環境

– Silverlight SDK

開発ツール

– Silverlight Tools for Visual Studio 2008 

Visual Studio 2008 SP1 

Expression Blend 3

DeepZoom Conposer



3. Silverlightのソースコード

 Page.xaml（デザイン部分 Blend）
<Button x:Name="sao" Width="100" Height="100" 

Content="ֿכ " Click="sao_Click" >

</Button>

 Page.cs（ロジック部分 VisualStudio）
private void sao_Click(object sender, RoutedEventArgs e)

{

sao.Content = "Hello World!";

}



4. Expression Blend

 デザインとソースコードを分離

 いわゆるビジュアルデザインツール

 AdobeのPhotoShopや

Irrustratorのデータを

インポートできます

ちょっとやってみましょうか。。



まとめ

コードを書かずに、ドラック＆ドロップ
でアニメーションを設定できます

スケッチフローでモックアップ作成が簡
単にできます

VisualStudioと同じプロジェクトファイ
ルを共用できます

AbobeのFlashCatalystも同じようなこと
ができるみたい




